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⑤③
関自旅二第1545号の3

平成27年1月27日

一般社団法人全国個人タクシー協会関東支部長殿

,一一蓋－．x一宇垂エニ･呈畠･--､:-冒淫二一毛可卜

…輸局蕩扉
，毎基一君R－－－．2ざ一三一F-,皇4．雲毎J

準特定地域における適正と考えられる車両数について

標記について、

周知されたい。

別添のとおり公示したので了知されるとともに、傘下会員に対し

冊令閣弼

















































改正

hー｡

(別紙）

1.算定方法

輸送需要量÷（平均総走行キロ×平成13年度実車率÷平均延実働車両数）÷365÷実働率

※その他ハイヤー(道路運送法施行規則第4条第8項第3号の規定に基づき国土交通大臣が定める区分を定める告示(平成26年国土交通省
告示第59号)第2号に規定するハイヤーをいう｡以下同じ｡）がある営業区域にあっては､算定した一般タクシー(タクシー特措法第2条第9項に
定める砺業用自動車からその他ハイヤー及び個人タクシーを除いたもの｡以下同じ｡）の必要車両数と平成26年1月27日現在の一般タクシー
の車両数の誰離率を用いてその他ハイヤーの必要車両数を算定し､これを一般タクシーの必要車両数に加えて算定したものである。

甲

2.適正車両数の算定基礎数値

①一般ﾀクシー
●

F露
輸送儒要量の算定

平成26年度
総実車キロ

平均対前
年度比率本

東万 特別区･武三 878,169,85〔 0.99

北多摩 50,438,154 ・0．91

南多摩 36,582,85： 0.98

西多摩 5,930,33］ 0.98

神奈ﾉ11 県央 64,735,491 0.99

湘南 10,968,48（ 0．99

小田原 9,563,825 0.98

千葉 京葉 38,411,134 0．99

東葛 25,216,89〔 0.98

千葉 22,423,412 0.97

北総 14,879,441 0.99

市原 5,116,693 0．97

南房 7,219,773 0.97

埼ヨ 県南中央 54,510,15〔 0.99

県南東剖 28,041,572 0．98

県南西剖 40,863,644 0．98

県北 7,828,454 0.97

群‘り 東毛 5,560,423 0．97

群,馬･埼ヨ 中・西毛 13,971,854 0．98

茨期 県北 6,543,477 0.97

水戸県央 10,488,081 0.98

鹿行 3,703,050 0．97

県南 13,793,10 0.97

県西 4,540,346 0.97

栃オ 宇．都宮 14,029,33： 0.99

県南 7,327,496 0.97

塩那 3,530,283 0.96

山男 甲府 6,137,507 0．96

平均総走行キP
*2

2,102,104,72‘

110,090,275

80,469,86I

12,728,73（

133,411,821

22,821,66（

22,601,04（

85,359,762

56,796,761

56,023,26（

31,505,84（

11,494,624

15,108,73（

119,539,940

59,965,54（

87,541,991

17,024,52（

11,675,54（

29,752,59（

15,175,23（

24,960,052

9,124,76（

31,287,05〔

9,901,291

30,828,02ピ

16,416,48

7,807,21〔

15,140,80

適正車両数の算定

平成13句
度実車斗

0.44

0.4〔

0.4〔

0.52

0.5（

0．51

0.41

0.4〔

･0.4〔

0．44

0.41

0．51

0．51

0.4〔

0.41

0.5〔

0.52

0.5：

0．51

0.47

0.5〔

0．51

0.4§

0.52

0．51●

0．51

0.52

0.46

平均延実側
車両数*2

8,509,624

562,669

394,727

66,035

746,325

118,767

149,648

467,286

325,602

350,066

189,54C

103,499

113,709

739,011

365,517

468,004

135,389

92,03（

282,622

121,207

196,239

78,132

237,140

94,94〔

214,645

143,463

60,539

127,472

実働率

上限値*3 下限値*§

0.8（ 0.9（

0.8（ 069〔

0.8（ 0．92

〃0．80 0.9（

0．80 0.94

0．80 0.9〔

0.80 0.9（

0．80 0．9〔

0.8（ 0.9（

0.8〔 0.9〔

0.8〔 0.9〔

0.7〔 0.9〔

0.7〔 0.9〔

0.8〔 0.9〔

0.8〔 0.9（

0.8（ 0.9〔

0.8〔 0.9〔

0.7（ ・0.9C

0.72 0.9C

0.69 0.90

0.78 0.9C

0.7C 0.90

0.73 0.90

0.73 0．90

0.80 0.90

0.78 0.90

0.74 0．90

0．80 0．90

現行

>+�3>+



②その他ハイヤー②その他ハイヤー

※｢平均対前年度比率｣、「平成13年度実車率｣及び｢実働率｣の数値は､小数点第3位で四捨五入して記載しているため､必ずし
も計算結果は一致しないことがある。

*1．…･｢平均対前年度対比｣は､平成21年度から平成26年度における総実車キロの対前年度比率の平均値

*2．…･｢平均総走行キロ｣及び｢平均延実働車両数｣は､平成22年度から平成26年度における総走行キﾛ及び延実働
車両数の平均値

*3．…･実働率の｢上限｣は80％又は平成13年度値のいずれか低い数値､｢下限｣は90％又は平成13年度のいずれか
高い数値

*4･…･飛離率の｢上限｣は一般タクシーの適派車両数の上限値と平成26年1月27日現在の車両数の飛離率、「下限」
は一般タクシーの適正車両数の下限値と平成26年1月27日現在の車両数の雅離率

※｢平均対前年度比率｣、｢平成13年度実車率｣及び｢実働率｣の数値は､小数点第3位で四捨五入して記載しているため､必ずし
も計算結果は一致しないことがある。

*l…．｡｢平均対前年度対比｣は､平成20年度から平成25年度における総実車キロの対前年度比率の平均{直

*2.．…｢平均総走行キロ｣及び｢平均延実働車両数｣はぐ平成21年度から平成25年度における総走行キﾛ及び延実働
・車両数の平均値

*3..…実働.率の｢上限｣は80％又は平成13年度値のいずれか低い数値､｢下限｣は90%又は平成13年度のいずれか
高 い数値、

*4..…飛離率の｢上限｣は一般タクシーの適旅車両数の上限値と平成26年1月27日現在の車両数の雅離率､「下限」
は一般タクシーの適正車両数の下限値と平成26年1月27日現在の車両数の飛離率

｡

都過
府県

営業区域
(交通圏）

適正車両数の算定

平成26年1月27日現在a
その他ハイヤー車両数

雅離率

上限*‘ 下限*4

東京 特別区･武三 499 0．10 0.20

千藻
一

扉 葉

東蔑

千葉

北綴

（
℃凸

1

28

111

0．04

0.10

0，21

0．09

0.15

0.20

0.29

0.19

埼玉 県南中銑 17 0.09 0.19

進
岬
都
府

営業区創
(交通圏）

適正車両数の算定

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数

雅離球

上限*4 下限*4

東芹 特別区･武三 49（ 0.1: 0．21

千型 京葉

東葛

千葉

北総

9

28
■

111

0.0：

0.01

0.1（

0.0（

0．14

0.11

0．21

● 0.1〔

埼玉 県南中央 11 0.0（ 0．17



改正 現行

生き可く 公 牙

準特定地域における適正と考えられる車両数について 準特定地域における適正と考えられる車両数につい‐

特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性ｲヒ
に関する特別措置法（平成21年法律第64号）における準特定地域の適正と考えら
れる車両数（以下「適正車両数」という。）を算定したので下記のとおり公示する‘
なお、適正車両数の算定基礎数値は、別紙のとおりである

特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化
に関する特別措置法（平成21年法律第64号）における準特定地域の適正と考えを
れる車両数（以下「適正車両数」という。）を算定したので下記のとおり公示する。
なお、適正車両数の算定基礎数値は、別紙のとおりである‘

平成27年1月27に 平成27年1月2713

関東運輸局長又野己知 関東運輸局長又野己よ

記 記

別添のとおりとする≦ 別添のとおりとする濠

附目|’（平成27年8月10日一部改正）』

1本公示は、平成27年8月10日から適川する。

(傍線の部分は改正部分）



都道
府県

東京

神奈ﾉll

千葉

埼玉

群馬

群馬･埼玉

茨城

栃オ

山昇

営業区域
(交通圏）

特別区・武三

北多摩

南多摩

西多摩

県共

湘陣

小田原

京糞

東晴

千巽

北淵

市腸

陣
一

〃

県南中央

県南東割

県南西割

県北

東宅

中・西韮

水

県北
■■■■■■

戸 県少

,鹿行

県南

県西

宇都宮

県南

塩那

甲府

改正

準特定地域における適正車両数

適正車両数(両）

上限

27,096

1,808

1,247

205

2,46吋

384

455

1,471

1,02（

1,12*

759

314

365

2,46〔

1,24〔

1,504

420

294｡

961

421

591

241

77‘

30（

691

43（

201

36（

下限

24,086

1,607

1,08〔

18（

2,104

34］

40〔

1，307

911

1,002

674

27（

30E

2,19ビ

1,109

1,337

372

248

783

322

515

193

627

246

619

379

166

325

平成25年度末
車両数(両）

28,158

1,749

1,240

20（

2,237

38（

50：

1.51E

1.10E

1,368

82：

38（

43〔

2,552

1,322

1,562

45（

351

1,098

488

757

328

934

397

845

520

254

397

(別添

平成25年度末車両数と
適正車両数(上限)との
飛離率(％）

3.8

－3．4

・－0.（

0.〔

－10.〔

1.3

9．2

2.（

7.2

17．5

7.（

18.4

15．7

3.3

5.ビ

3.7

6.7

17．6

12．4

13．5

21.8

24.4

176

22.（

17.’

15．｜
甲

20.〔■

7.8

※上記｢平成25年度末車両数｣は､特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の
適正化及び活性化に関する特別措置法(以下｢タクシー特措法｣という｡）第2条第9項に定める事業用自圃
車(一般乗用旅客自動車運送事業(1人1車制個人タクシーに限る｡以下｢個人タクシー｣という｡）を除く｡）
の数である

都進
府県

東涼

神奈ﾉI

千葉

埼玉

群馬

群馬･埼玉

茨城

栃木

山梨

営業区域
(交通圏）

特別区・武三

北多摩

南多摩

西多摩

京浜

県央

湘南

小田腸

京葉

東葛

千葉

北総

市原

南房

県南中央

県南東部

県南西部

県北

東毛

中・西毛

県北
｡

オ 戸 県央

鹿行

県南

県西

宇都宮

県南

塩】

甲係

現行

準特定地域における適正車両謝

適正車両数(両）

上限

27,096

1,808

1,247

20（

6,379

2,467

384

45（

1,475

1,025

1.128

75（

314

36（

2,469

1,248

1,504

42（

294

962

422

592

24〔

774

30ビ

697

439

口 201

366

下限

24,08(

1，60

1,081

18ビ

5,50（

2,104

341

405

1,301

911

1,002

674

276

305

2,19（

1,101

1,331

373

248

・78〔

322

51

193

62‘

241

61（

37｛

16（

32（

平成25年度末
車両数(両

28,158

1.74

1,240

20（

6，901

2,237

38（

501

1,515

1．105

1,368

82］

38〔

43〔

2,552

1,322.

1,562

45（

351

1,098

486

757

328

934

397

○ 845

520

254

397

6

●

(別添

平成25年度末車両数I
適正車両数(上限)とa
禿離率(％）

3.8

-3.4

-0.6

0.C

7.6

－10．3

1.3

9.2

2.6

7.2

巾 17．5

7.6

18．4

15．7

3.｛

5.6

3.7

6.7

17．6

12．4

13.E

21．8

24.4

17．1

22.9

17．5

15．6

20.9

7.8

※上記｢平成25年度末車両数｣は､特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の
適正化及び活性化に関する特別措置法(以下｢タクシー特措法｣という｡）第2条第9項に定める事業用自駁
車(一般乗用旅客自動車運送事業(1人1車制個人タクシーに限る｡以下｢個人タクシー｣という｡）を除く｡）
の数である。
● ゆ



改正

(別紙I

1.算定方法

輸送需要鐘÷（平均総走行キロ×平成13年度実車率÷平均延実働車両数）÷365÷実働率

※その他ハイヤー(道路迎送法施行規則第4条第8項第3号の規定に基づき国土交通大臣が定める区分を定める告示(平成26年国土交通省
告示第59号)第2号に規定するハイヤーをいう｡以下同じ｡）がある営業区域にあっては､算定した一般タクシー(タクシー特措法第2条第9項に
定める事業用自動車からその他ハイヤー及び個人タクシーを除いたもの｡以下|同lじ｡）の必要車両数と平成26年1月27日現在の一般タクシー
の車両数の乗離率を用いてその他ハイヤーの必要車両数を算定し､これを一般タクシーの必要車両数に加えて算定したものである

2.適正車両数の算定基礎数値

①一般ﾀクシー

｢雨｢扇
輸送需要員の算定 適正車両数の算定

平成25年ロ
総実車キ【

平均対前
年度比率＊

平均総走行キロ
*2 避鐘

平均延実働
車向数*2

実働率

上限値*3 下限値*《

東芽 特別区･武三 878,529,18（ 0.97 2,169,030,571 0.44 8,817,241 0.80 0.90

北多摩 52,264,763 0.97 112,549,007 0.4〔 579,859 0.8〔 0.9（

南多摩 37,852,749 0.97 82,506,422 0.4〔 406,554 0.80 0．92

西多摩 6,176,499 0．97 12,994,757 0．52 68,495 0．80 0．9（

神奈ﾉI 県央 66,460,694 0.97 135,674,121 0．50 761,554 0.80 0.94

湘南 11,273,776 0.98 23,221,113 0．51 120,832 0.80 0．90

小田原 9,828,981 0.96 23,188,872 0．47 155,162 0．80 0.9〔

千藻 京葉 39,281,032 0.97 86j900,914 0．49 477,796 0．80 0．9〔

東葛 、26,007,88（ 0.97 57,671,481 0.4（ 333,325 0．80 0.9〔

千葉 23,530,074 0.96 57,713,762 0．44 360,675 0.8〔 0．9（

北総 14,972,096 0．97 31,990,317 0.47 199,078 0.8〔 0.9〔

市原 5,389,162 0.95 11,864,847 0．51 107,154 0.75 0.9（

南房 7,227,798 0．9 15,589,965 0．51 117，221 0.76 0.9〔

埼玉 県南中少 56,206,086 0．9 121,738,933 0.46 759,441 0.8〔 0．9〔

県南東部 29,020,394 0．9 61,067,68ビ 0.47 378,176 0.8〔 0.9〔

県南西割 42，108，117 0．9 89,269,59ビ 0．5［ 480,816 0.8C 0.9C

県北 8,192,136 0．9 17,534,892 0．52 143，211 0.8C 0.9C

群馬 東宅 5,636,951 0．9 11,990,801 0.53 97,302 0．76 0.9C

群馬･埼玉 中・西圭 14，211，655 0．9 30,305,182 0．51 295,179 0.73 0.9C

茨城 県北 6,503,46： 0.91 15,491,611 0.47 124,968 0.69 0．90

水戸県火 10,976,977 0.9‘ 25,326,168 0.50 200,267 0．78 0．90

鹿行 3,910,474 0.91 9,331,505 0．51 80ｳ445 0.70 0．90

県南 13,967,408 0.91 32,350,516 0.49 246,554 0.73 0.90

県西 4,621,404 0．94 10,173,775 0.52 98,964 0.73 0.90

栃木 字都営 15,084,681 0.91 31,299,079 0．51 223,614 0.80 0.90

県陣 7,461,454 0.9（ 16,804,670 0．51 149,67 0.78 0．90

塩】’ 3,793,973 0．94 8,038,96C 0.52 63,781 0.74 0.90

山梨 甲爪 6,284,558 0.94 15,719,402 0．46 131,84 0.80 0.90

現行



②その他ﾉ､イヤー

都迩
府岬

東諒

千卸

埼玉

営業区期
(交通圏

特別区･武三

京葉

東葛

千葉

北総

県南中央

適正車両数の算面

平成26年1月27日現在の 飛離嘩

その他ハイヤー車両数 上限*4 下限*4

49（ 0．12 0.22

9 0.03 0.14

0.07 0．17

28 0.18 0.21

11 0．08 0.1〔

11 0.06 0．11

※｢平均対前年度比率｣、「平成13年度実車率｣及び｢実働率｣の数値は､小数点第3位で四捨五入して記載しているため､必ずし
も計算結果は一致しないことがある。

*l…．｡｢平均対前年度対比｣は､平成20年度から平成25年度における総実車キロの対前年度比率の平均値

*2…｡．｢平均総走行キロ｣及び｢平均延実働車両数｣は､平成21年度から平成25年度における総走行キﾛ及び延実働
車両数の平均値

*3･…･実働率の｢上限｣は80％又は平成13年度値のいずれか低い数値､「下限｣は90%又は平成13年度のいずれか
高い数値

*4..…雅離率の｢上限｣は一般タクシーの適正車両数の上限値と平成26年1月27日現在の車両数の乗離率、「下限」
は一般タクシーの適正車両数の卜．限値と平成26年1月27日現在の車両数の乗離率

②その他ハイヤー

都道
府県

東万

神奈ﾉ’

千乳

埼ヨ

営業区域
(交通圏）

特別区・武三
一

ﾉヌ 浜

京葉

東薗

千葉

北総

県南中央

適正車両数の算定

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数

499

40

28

112

17今

飛離率

上限*4

0.1

0.1’

0.0

0.0

0.1

0．0

0．0

下限*‘

0．22

0.22

0614

0．17

0.27

0.18

0．17

※｢平均対前年度比率｣、「平成13年度実車率｣及び｢実働率｣の数値は､小数点第3位で四捨五入して記戦しているため､必ずし
も計算結果は一致しないことがある。

＊1.…･｢平均対前年度対比｣は､平成20年度から平成25年度における総実車キロの対前年度比率の平均値

＊2.…･｢平均総走行キロ｣及び｢平均延実働車両数｣は､平成21年度から平成25年度における総走行キロ及び延実働
車両数の平均値

＊3..…実働率の｢上限｣は80％又は平成13年度値のいずれか低い数値､「下限｣は90%又は平成13年度のいずれか
高い数値

＊4..…乗離率の｢上限｣は一般タクシーの適正車両数の上限値と平成26年1月27日現在の車両数の雅離率､「下限」
は一般タクシーの適正車両数のド限値と平成26年1月27日現在の車両数の飛離率

0－'。，




